
 

 

 

 

 

 気温
き お ん

が高
たか

く天気のよい日
ひ

が多
おお

くなってきました。これからどんどんあつくなります。熱中症
ねっちゅうしょう

にならな

いためにも朝
あさ

ごはんを食
た

べてくることと、すいとうをわすれずに持
も

ってくるようにしましょう。 

水泳
すいえい

学習
がくしゅう

も始
はじ

まりました。ねぶそくや体調
たいちょう

のすぐれないときに無理
む り

をしてプールに入
はい

ると思
おも

わぬ事故
じ こ

につながることがあります。毎朝
まいあさ

の健康
けんこう

かんさつをよろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この【歯垢
し こ う

】はすぐに落と
お  

さないと、【歯石
し せ き

】になってしまいます。だ液
えき

（つば）に含
ふく

まれる成分
せいぶん

によ

って、１～２日
か

で歯垢
し こ う

が固
かた

くなる【石灰化
せっかいか

】が始
はじ

まりその後
ご

【歯石
し せ き

】になります。固
かた

くなってしまった歯垢
し こ う

は自分ではなかなか落
お

とせないので、歯
は

医者
い し ゃ

さんで取
と

ってもらう必要
ひつよう

があります。そうならないために

も、1日
にち

に 1回
かい

は磨
みが

き残
のこ

しのないように歯
は

みがきをして【歯垢
し こ う

】はすぐ落
お

とすようにしましょう。 

 また「寝
ね

る前
まえ

の歯
は

みがきは大切
たいせつ

」と言
い

われたことがある人
ひと

は多
おお

いと思
おも

いますが、なぜ「寝
ね

る前
まえ

」なので

しょうか。こたえは、むし歯
ば

ができやすいのが寝
ね

ている間
あいだ

だからです。むし歯
ば

の原因
げんいん

となる 

むし歯
ば

菌
きん

は、口
くち

の中
なか

の食
た

べかすやおかしなどに入っている砂糖
さ と う

などをエネルギーにして 

むし歯
ば

を作
つく

ります。昼間
ひ る ま

なら、だ液
えき

が食
た

べかすなどを洗
あら

い流
なが

してくれますが、寝
ね

ている間
あいだ

 

はだ液
えき

が減
へ

るため、食
た

べかすなどが口
くち

の中
なか

に残
のこ

ったままになり、むし歯
ば

ができやすくなっ 

てしまうのです。寝
ね

る前
まえ

の歯
は

みがきを忘
わす

れずにしましょうね。 
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おうちのかたといっしょに

よんでください 

保護者の方へ 

歯科検診が終わりました。学校歯科医の一ノ関先生がとても丁寧に健診をしてくださり、児童一人一人に「奥

歯が虫歯になりそうだよ。丁寧に磨こうね」「歯石ができているから歯医者さんで取ってもらった方がいいよ」

などとアドバイスをいただきました。「異常なし」以外の場合は、黄色の紙で「歯･口腔の健康診断結果のお知ら

せ」を渡しています。裏面には歯科検診の結果にかかわってのお知らせがありますので、併せて御確認ください。

何か気になることがありましたら、学校または宮の森中央歯科まで御連絡ください。 

【全校児童数配付】 



歯科健康診断結果で 

１の「歯並び・咬みあわせのことで相談してください」に○がついた方へ 

札幌市教育委員会       

札幌歯科医師会学校歯科委員会 

 

歯並びやかみ合わせは、「食べ物を取り込み、食べる」機能、「表情をつくり、話す」機能や「運動

を支え、体のバランスをとる」機能等に直接かかわっており、食生活のみでなく生活の質全体に関

係しています。 

学校歯科健康診断において、歯並びや咬みあわせで学校歯科医が診断する症状には、「反対咬合」

「上顎前突」「歯数異常」「開咬」などがあります。このような症状がある場合、子供の成長発育段階

により、噛む・話す・呼吸する・体のバランスをとるなどの発達に影響が見られることがあり、学校

での学習に影響がでることもあります。 

 

●上下の前歯のかみ合わせが前後逆になる「反対咬合」、上の前歯が前方に出ている「上顎前突」

は成長発育不全（上顎発育不全・下顎発育不全）を起こしやすくなります。また発育の状況によ

り、歯周病やむし歯のみでなく、嚥下（飲み込み）の時に舌を突き出す癖や口呼吸に関連するこ

ともあります。 

 

●本来生えてくるべき歯数と異なる「歯数異常」は、先天性欠損や埋伏歯、過剰歯がある場合が多

く、手術による治療が必要な場合、その後に矯正処置が必要なこともあります。 

 

●かみ合わせたときに前歯に上下の隙間ができる「開咬」の場合は発音（構音）に問題がおき、サ

行やタ行が発音しにくいなどの障害が起こることがあります。原因が指しゃぶりなどの癖の場

合、癖の中止や早い時点でくちびるの訓練を行うことにより、改善がみられる場合があります。

重度の場合は、将来的に矯正治療の検討も必要です。 

 

これらの症状については、お子様の発達段階や個々の症状の程度により、必要となる対応が異な

ります。それぞれの状況については、専門医を受診する前に、必要に応じて、かかりつけの歯科医師

や地域の歯科医師に相談してください。もしくは、学校歯科医に相談したい場合は、学校に連絡し

てください。 

 

※このお知らせは、公益財団法人日本学校歯科医会作成の資料を参考にして作成しています※ 


